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生活者ネットワークの議員は、交代制。
議員を職業化、特権化せず、世代交代を進めることで参加の層を
広げます。任期を終えた議員は、市民政治を広げるための活動や

地域活動などに、その経験を活かします。

生活者ネットワークは東京都内32の自治体にあり、都議1人、市・
区議39人の議員とともにそれぞれの地域課題に取り組むと同時
に、市や区をこえた「東京問題」には全体で取り組んでいます。

地域ネット

中野ネット
ともに考えるなんでも相談会（毎月第 2 木曜日）
3月14日（木）13：00 ～ 16：00　中野・生活者
ネット事務所（中野駅よりバス）　困っているこ
と、区への提案、など　03-5942-6793

江戸川ネット
みんなでつくろう議会の質問！「政策ゼミ」
3月17日（日）14：00 ～ 16：00　タワーホール
船堀 307 会議室（船堀駅）　報告と情報交換　
03-5607-5975

清瀬ネット
生活のお困りごとご相談ください（毎月第3日曜日）
3月17日（日）14：00 ～ 16：00　清瀬・生活者ネッ
ト事務所（清瀬駅）　家計相談員が対応します。
介護のご相談も。秘密厳守　042-494-8720

杉並ネット
なんでも相談室（毎月第 3月曜日）
3月18日（月）10：00 ～ 12：00　杉並区阿佐谷
南 1-15-6 和久井ビル３階（杉並・生活者ネット
事務所の上階）（南阿佐ヶ谷駅）　生活の不安、
役所や法律相談は敷居が高いなど、お困りのこ
とを一緒に解決しましょう　03-5377-5080

江戸川ネット
ひとみとみつえと井戸端会議
3月21日（木）20：00 ～　Zoom　区議の伊藤
ひとみ・本西みつえとのオンラインお話し会
03-5607-5975

練馬ネット
９条スタンディング（毎月9日）
4月9日（火）12：00 ～ 13：00　練馬駅南口（西
武池袋線、都営大江戸線）　主催：生活者ネット
9 条の会　03-3993-4899

葛飾ネット
なんでも相談会（毎月10日）
4月10日（水）10：00 ～ 12：00　葛飾・生活者
ネット事務所（京成高砂駅）　区政のこと、くらし
の中の困りごと、など　03-5876-4757

都議会ネット
■ 2024 年度予算特別委員会。総括質疑：3月12
日～ 14日、締めくくり質疑：3月25日・26日。

界
を
見
通
せ
ば
当
た
り
前
、
日
本
の
子

ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
の
お
粗
末
さ

が
異
常
な
の
で
あ
る
、
と
。ま
た
、
子
ど

も
施
策
を
重
点
化
す
る
こ
と
で
子
ど
も

家
庭
の
経
済
が
廻
り
、商
店
街
が
、ま
ち

が
活
性
化
、
税
収
増
を
生
み
出
し
、
や

が
て
障
が
い
者
や
高
齢
者
施
策
の
充

実
へ
と
進
め
、結
果
、明
石
市
は
子
ど
も

が
生
ま
れ
育
つ
、
人
口
増
の
ま
ち
に
変

貌
し
て
い
っ
た
、と
い
う
。

　

明
石
か
ら
変
え
る
。人
に
冷
た
い
社

会
を
変
え
て
み
せ
る
。10
歳
の
少
年

だ
っ
た
私
が
誓
っ
た
思
い
を
実
現
す
る

た
め
に
50
年
の
月
日
が
必
要
だ
っ
た
。

そ
の
、い
つ
の
時
も
市
民
と
つ
な
が
り
、

市
民
と
共
に
ま
ち
を
変
え
て
き
た
。計

画
・
予
算
・
人
事
に
権
限
を
も
つ
市
長
の

任
を
得
て
、
自
治
体
職
員
の
意
識
を
も

変
え
て
き
た
、な
ど
を
挙
げ
た
。

　

泉
さ
ん
が
明
石
市
で
取
り
組
ん
で

き
た
市
民
の
、
子
ど
も
の
誰
一
人
を
も

取
り
残
さ
な
い
政
治
、
政
治
は
市
民
の

暮
ら
し
を
よ
く
す
る
こ
と
と
い
う
話

は
、
設
立
以
来「
政
治
は
生
活
の
道
具
」

「
市
民
の
声
が
政
治
を
変
え
る
」を
モ
ッ

ト
ー
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、市
や
区

を
越
え
た
東
京
問
題
に
は
全
体
で
取

り
組
ん
で
き
た
「
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
政
治
」に
直
結
す
る
思
想
・
理
念
で

も
あ
る
。

　

講
演
の
締
め
く
く
り
で
泉
さ
ん
が
発

し
た
、「
選
挙
は
、民
主
主
義
は
美
し
い
」

「
金
持
も
、そ
う
で
な
く
て
も
平
等
に
１

票
の
力
を
持
っ
て
い
る
」
と
い
う
覚
醒

の
言
葉
。主
権
者
は
市
民
、私
た
ち
は
市

民
の
力
を
信
じ
て
、広
げ
、つ
な
が
る
役

割
を
果
た
す
1
年
を
開
始
し
よ
う
。

ま
と
め
／
編
集
部
：
加
藤
千
鶴
子

子
ど
も
に
届
く
支
援
は
、所
得

制
限
な
し
／
対
象
は
す
べ
て

の
子
ど
も

　

開
口
一
番
泉
さ
ん
は
、
今
日
は
こ
の

場
に
来
た
く
て
来
た
。な
ぜ
な
ら
こ
こ

に
政
治
を
変
え
る
可
能
性
が
あ
る
か

ら
だ
、と
発
信
。自
ら「
や
り
き
っ
た
」と

自
認
す
る
明
石
市
で
の
任
期
を
振
り

返
り
、
そ
の
改
革
の
在
り
よ
う
を
熱
量

を
込
め
て
延
べ
た
。

　

ま
ず
、
子
ど
も
関
連
予
算
を
増
税
な

し
で
2
倍
以
上
に
し
た
こ
と
。具
体
的

に
は
子
ど
も
施
策
の
、中
で
も「
5
つ
の

無
料
化
」
を
断
行
。❶
18
歳
ま
で
の
医

療
費
❷
第
2
子
以
降
の
保
育
料
❸
中

学
校
の
給
食
費
❹
公
共
施
設
の
遊
び

場
❺
お
む
つ
定
期
便
（
0
歳
児
の
見
守

り
訪
問
）
―
―
の
無
償
化
で
あ
る
。さ

ら
に
、「
子
ど
も
家
庭
に
寄
り
添
う
施

策
」
に
着
手
。❶
養
育
費
の
立
替
払
い

と
親
子
の
面
会
交
流
支
援
❷
児
童
扶

養
手
当
の
毎
月
支
給
❸
戸
籍
の
な
い

子
ど
も
の
支
援
❹
全
て
の
小
学
校
区

で
こ
ど
も
食
堂
を
開
催
❺
児
童
相
談

所
の
改
革（
第
三
者
評
価
の
充
実
な
ど
）

―
―
へ
と
施
策
を
展
開
。こ
れ
ら
施
策

は
当
時
、全
国
初
と
注
目
さ
れ
た
が
、世

　

設
立
以
来
約
半
世
紀
を
経
よ
う
と

す
る
2
0
2
4
年
、東
京
・
生
活
者
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
都
内
32
の
自
治
体
に
、
都

議
１
、市
・
区
議
39
、総
勢
40
人
の
自
治

体
議
員
を
も
つ
地
域
政
党
と
な
っ
た
。

こ
の
折
リ
ア
ル
開
催
と
な
っ
た
今
年
の

つ
ど
い
で
は
、
自
治
体
改
革
に
大
鉈
を

振
る
い
注
目
さ
れ
る
兵
庫
県
明
石
市
の

前
市
長
泉
房
穂
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え

る
こ
と
が
で
き
た
。こ
こ
で
は
、
泉
さ
ん

に
よ
る
講
演
「
政
治
が
変
わ
れ
ば
生
活

は
良
く
な
る
」か
ら
報
告
す
る
。

け声だけは華々しいが、地方を置き去りにし、ゼネコンだけを潤
してきたのが実態である。能登半島の壊滅と言ってもいい惨状
は、能登の皆さんには誠に申し訳ないが、地方創生・国土強靭化
の成れの果てである。
　ひるがえってわが東京はどうか。小池知事による2024 年度予
算案が発表されたが、「世界一安全・安心で強靭な都市」とは言
いながら、臨海部に一層人口が集中する政策を乱発し、地震や豪
雨対策、富士山などの火山対策は被害想定が甘すぎる。

　国や都の被害想定に安心することなく、自ら
の命は自ら守る覚悟で、大地震や台風、豪雨災害
に備えよう。

　元日の大地震から早や２カ月。今回の大地震の特徴は次のよ
うに整理することができると思われる。
　第一に、震度７の大地震、津波襲来、そして輪島朝市通りの大
規模火災という複合災害であったこと。第二に、能登半島の先
端、奥能登が震源となり、半島の道路が陥没、隆起、土砂崩れで通
行不能、海岸が隆起して漁港などが使用不能など、半島全体が孤
立したこと。
　第三に木造家屋の多くが倒壊し、圧死者など家屋倒壊を理由
とする死者が多かったこと、第四に、志賀原発が3.11以来稼働
を停止していたため、大きな災害はまぬかれたものの、変圧器故
障などのトラブルが多発し、また避難計画がまったく機能しな
かったことが明らかになったこと。
　第五に、生活インフラである電気が停電し、水道の損壊が激
しく、その基盤である道路の復旧が長期化し、生活インフラの復
旧も長期化したこと、第六に、自治体職員数の激減と非正規化に
よって、避難所運営などが困難をきわめ、仮設住宅建設などにも
他の自治体からの応援で対応していること。
　第七に、石川県政は前知事以来楽観論に終始し、東日本大震
災以降も地域防災計画などを見直さなかったこと、群発地震が
続いても大地震に備えることができなかったことなどを、あげ
ることができる。
　阪神淡路大震災から29 年、東日本大震災から13年、熊本地震
から数えて8 年、一体この国は過去の災害から何を学んできた
のだろうか。また安倍政権以来、地方創生や国土強靭化など、掛

こ
の
国
は
過
去
の
災
害
か
ら

何
を
学
ん
で
き
た
の
か
⁉

能
登
半
島
地
震
と
私
た
ち
の
暮
ら
し

伊藤久雄　NPO法人まちぽっと理事

政
治
を
変
え
れ
ば
生
活
は
良
く
な
る

泉
房
穂
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に「
新
春
の
つ
ど
い
」開
催

　

2
0
2
4
年
1
月
30
日
、東
京・生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
泉
房
穂
前
明
石
市
長
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、「
２
０
２
４

新
春
の
つ
ど
い
」を
開
催
し
た
。当
日
は
、生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
員
な
ど
2
0
0
名
を
超
え
る
メ
ン
バ
ー
参
加

の
も
と
、運
動
グ
ル
ー
プ
／
全
国
市
民
政
治
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
各
位
、市
民
団
体
や
労
働
組
合
関
係
者
、都
議
会
議
員

／
国
会
議
員
、世
田
谷
区
長
／
立
川
市
長
ら
、ま
た
、学
識
者
／
研
究
者
な
ど
多
数
の
来
賓
の
方
々
に
臨
席
い
た
だ

き
、改
め
て「
参
加
と
自
治
の
市
民
政
治
」の
価
値
を
共
有
す
る
機
会
と
な
っ
た（
東
京・東
新
宿
）。

演題「政治を変えれば生活は良くなる」で講演する、前明石市長の泉
房穂さん。兵庫県明石市生まれ。障がいのある弟が地域の学校で受け
入れられなかった年少期に経験した社会矛盾。以来、人にやさしい市
民が主役のまちづくりを実践。弁護士。衆議院議員を経て明石市長を
2011年～ 3期12年務める

※講演の模様は、以下の
URLからご視聴いただけ
ます。https://youtu.be/
mC5w7EZJEYk

国道249号、輪島市稲舟町付近、1月18日撮影。出典：国土交通省ウェブサイト
https://www.mlit.go.jp/road/road_fr4_000151.html
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子育て当事者が
都の教育に求めるもの
東京・生活者ネットワーク都議会議員

岩永やす代［国分寺市・国立市］

編集後記／ 3月11日は、東日本大震災、東京電力福島第一原発事故から丸 13 年。最高レベルの過酷事故によって、
福島県を中心にたくさんの人びとが、暮らしも、なりわいも、コミュニティも、根こそぎ奪われてしまった。いまだに避
難生活を余儀なくされている人たち、放射線管理区域に匹敵する場所に住み続けざるを得ない人たちがいる。事故収束
は見通しがたたない。福島の原発で作られた電気を使っていたのは、私たち首都圏の住民なのだ。「原発いらない」の
声を、経産省前で、原子力規制委員会の前で、首相官邸前で、東京電力の前で、あげ続けよう。（上坂）

3.20さようなら原発全国集会
3月20日（水・休）　代々木公園（原宿駅）　11：00ブース出店　13：00オープニングライブ　13：
30トークライブ　15：00デモ出発　「さようなら原発」一千万署名市民の会　03-5289-8224

民主主義ユースフェスティバル2024
3月23日（土）11：00 ～ 17：45 ／ 24日（日）11：00 ～ 16：00　駒沢オリンピック公園 中
央広場（世田谷区駒沢公園１- １）（JR 恵比寿駅から東急バス「駒沢公園」下車）　雨天決
行　　①各場面での民主主義の現状を問うパネルディスカッション②超党派の政治家と
気軽に対話する場（選挙小屋）③若者団体 / 市民団体によるブース④ワークショップ、ラウ
ンドテーブル（来場者同士の対話）④エンタメ（音楽ライブや飲食など）　参加費無料　
主催：日本若者協議会　運営：民主主義ユースフェスティバル 2024 実行委員会　https://
democracyyouthfestival.com/

沖縄の現在（いま）と、展望する未来　どう戦争への道を封じるのか？
３月23日（土）14：00 ～　Coconeri3階区民・産業プラザ研修室1（西武池袋線・大江戸線
練馬駅）　お話：小松寛（成蹊大学アジア太平洋研究センター）、明真南斗（琉球新報東京支
社）　500円　オンライン参加申込み：https://moai-event.peatix.com/　「語やびら沖縄」も
やい練馬　090-8311-6678（柏木）

　

2
0
2
4
年
度
東
京
都
の
教
育
予

算
は
前
年
度
比
12
・
6
%
増
、初
め
て

１
兆
円
を
超
え
ま
し
た
。増
額
の
主
な

理
由
は
、
来
年
度
で
小
学
5
年
生
ま
で

導
入
が
進
む
35
人
学
級
対
応
に
伴
う

教
員
定
数
増
や
、
小
学
校
で
の
教
科
担

任
制
の
推
進
、
学
校
給
食
費
の
負
担
軽

減
な
ど
で
す
。

教
員
不
足
は
都
の
責
任

　

教
員
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す

が
、
教
員
志
望
者
の
減
少
に
歯
止
め
が

か
か
ら
ず
、
東
京
都
の
2
0
2
4
年

度
採
用
の
公
立
学
校
の
採
用
試
験
の

倍
率
は
過
去
最
低
の
1
・
6
倍
と
な
り

ま
し
た
。中
で
も
小
学
校
は
1
・
1
倍

と
警
戒
域
で
す
。代
替
教
員
が
な
か
な

か
見
つ
か
ら
ず
に
副
校
長
や
校
長
が

授
業
に
入
っ
た
り
、
支
援
員
や
介
助
員

な
ど
の
制
度
が
あ
っ
て
も
採
用
で
き

な
い
、
な
ど
の
声
が
多
く
届
い
て
い
ま

す
。

　

今
日
、
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
、
子

ど
も
の
権
利
の
視
点
か
ら
も
課
題
が

山
積
す
る
学
校
現
場
。さ
ら
に
深
刻
化

す
る
教
員
不
足
の
改
善
の
た
め
に
、
生

活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
教
員
採
用
や

教
員
配
置
の
抜
本
的
見
直
し
を
求
め

て
き
ま
し
た
。来
年
度
の
教
員
定
数
は

7
8
4
人
増
え
、そ
の
他
に
担
任
業
務

の
補
佐
に
あ
た
る
「
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
」
を
全
小
学
校
に

配
置
、
不
登
校
の
子
ど
も
が
通
え
る
校

内
分
教
室
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ス
」
を

中
学
校
に
設
置
し
て
指
導
教
員
を
配

置
、
特
別
支
援
学
校
へ
の
就
学
が
適
当

と
判
定
さ
れ
た
子
ど
も
が
身
近
な
地

域
の
学
校
に
通
う
場
合
に
、
日
常
生
活

の
介
助
や
学
習
支
援
等
を
行
う
「
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
支
援
員
」
の
配
置
な

ど
の
予
算
が
つ
き
ま
し
た
。

　

支
援
の
充
実
が
期
待
さ
れ
る
一
方

で
、
子
ど
も
目
線
に
立
っ
た
柔
軟
な
運

用
が
で
き
る
の
か
、
予
算
は
あ
る
け
れ

ど
支
援
員
等
の
募
集
と
採
用
は
自
治

体
と
な
る
た
め
、
必
要
な
人
材
を
配
置

で
き
る
の
か
、
現
場
や
保
護
者
か
ら
不

安
の
声
も
届
い
て
い
ま
す
。人
材
募
集

と
採
用
、
そ
の
後
の
研
修
な
ど
は
教
育

行
政
を
担
う
都
の
責
任
で
あ
り
、
引
き

続
き
都
に
求
め
て
い
き
ま
す
。

I
C
T
教
育
は
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト

の
両
面
で

　

国
の
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
で

一
人
一
台
端
末
が
導
入
さ
れ
て
か
ら

5
年
を
迎
え
、
端
末
更
新
の
予
算
と
し

て
61
億
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。子
ど

も
た
ち
の
学
び
の
選
択
肢
と
し
て
も

今
後
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す

が
、一
方
で
、い
じ
め
や
ネ
ッ
ト
依
存
、

S
N
S
を
介
し
て
事
件
に
巻
き
込
ま

れ
る
な
ど
の
課
題
も
あ
り
、
運
用
面
に

お
い
て
は
工
夫
が
必
要
で
す
。デ
ジ
タ

ル
や
バ
ー
チ
ャ
ル
社
会
の
中
で
、
子
ど

も
の
頃
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
リ
テ

ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
る
こ
と
や
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
窓
口
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る
よ
う
な
対
応
も
含
め
て
相
談

体
制
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

教
員
ご
と
の
I
C
T
ス
キ
ル
の
差

が
活
用
頻
度
や
指
導
内
容
に
も
大
き

く
影
響
し
て
い
ま
す
。教
員
研
修
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
I
C
T
支
援
員
の

配
置
を
義
務
化
す
る
な
ど
の
体
制
が

必
要
で
す
。賛
否
両
論
あ
る
I
C
T

活
用
の
現
状
や
課
題
を
検
証
し
て
、

ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な
く
ソ
フ
ト
面
で

の
対
策
も
求
め
て
い
き
ま
す
。

と
共
に
世
論
に
訴
え
、自
治
体
、東
京

都
や
国
に
対
し
て
新
ル
ー
ト
の
白
紙

撤
回
を
求
め
て
き
た
。

　

品
川
区
で
は
羽
田
問
題
は
国
策
だ

か
ら
と
す
る
自
公
や
自
民
系
無
所
属

議
員
に
よ
っ
て
多
数
の
陳
情
が
不
採

択
。区
長
が
実
施
し
た
羽
田
区
民
ア

ン
ケ
ー
ト
は
、
影
響
や
負
担
感
を
問

う
ば
か
り
で
、
解
決
策
や
意
見
を
聞

く
と
い
っ
た
重
要
な
設
問
が
欠
落
。

地
方
自
治
法
を
根
拠
に
お
こ
な
っ
た

住
民
投
票
直
接
請
求
は
、
都
内
ル
ー

ト
下
の
一
部
の
品
川
区
の
み
で
区
民

投
票
を
実
施
す
る
の
は
適
当
で
は
な

い
と
前
区
長
は
退
け
た
。
し
か
し

「
否
」
で
あ
る
。今
回
の
事
故
要
因
が

示
す
よ
う
に
、
都
心
上
空
飛
行
ル
ー

ト
は
航
路
下
自
治
体
だ
け
の
問
題
で

は
な
く
、放
置
し
て
は
な
ら
な
い
、ま

さ
に「
東
京
問
題
」そ
の
も
の
だ
。

　

羽
田
空
港
の
安
全
運
航
に
は
超

過
密
状
態
の
改
善
が
急
務
。航
空
政

策
は
、
航
空
安
全
に
か
か
る
世
界
の

潮
流
に
逆
行
す
る
政
府
の
場
当
た

り
的
な
決
定
で
は
な
く
、
国
会
が
関

与
し
真
っ
当
な
国
策
と
し
て
進
め

る
べ
き
だ
。

品
川
・
生
活
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
前
区
議
会
議
員

田
中
さ
や
か

　

2
0
2
4
年
1
月
2
日
夕
刻
、
羽

田
空
港
で
日
本
航
空
と
海
上
保
安

庁
の
機
体
が
衝
突
炎
上
す
る
事
故

が
発
生
し
た
。海
保
機
の
乗
組
員
は

機
長
を
除
く
5
名
が
死
亡
。一
方
日

航
機
は
乗
客
乗
員
3
7
9
人
全
員

が
機
体
か
ら
脱
出
。原
因
究
明
と
再

発
防
止
は
論
を
待
た
な
い
。が
、
事

故
発
生
の
背
景
に
は
、
一
体
何
が

あ
っ
た
の
か
。

誤
侵
入
は
多
発
し
て
い
る

　

じ
つ
は
滑
走
路
へ
の
誤
侵
入
は
、

度
々
起
き
て
お
り
、
国
土
交
通
省
に

よ
る
と
2
0
1
9
〜
21
年
の
3
年

間
で
計
87
件
発
生
。う
ち
6
件
は
重

大
事
故
に
至
る
恐
れ
が
あ
る
事
象
。

昨
年
は
羽
田
で
３
件
の
重
大
イ
ン
シ

デ
ン
ト
が
発
生
し
て
も
い
る
。

　

国
の
運
輸
安
全
委
員
会
委
員
長
は

2
日
の
事
故
の
今
後
の
調
査
に
お
い

て
、「
空
港
管
制
で
は
、事
故
の
背
景

に
人
的
要
因
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
人

員
が
足
り
て
い
た
か
ど
う
か
も
明
ら

か
に
し
て
い
き
た
い
」
と
踏
み
込
ん

で
言
及
し
た
。

空
港
管
制
労
組
が
緊
急
声
明

　

翻
っ
て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
を
名
目
に
安
倍
政
権
が
「
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
獲
得
に
羽
田
空
港
の
増
便

を
」と
、突
如
打
ち
出
し
た
こ
と
は
周

知
の
通
り
だ
。訪
日
客
誘
致
に
加
え
、

航
空
機
小
型
化
に
よ
る
便
数
増
、
都

心
上
空
ル
ー
ト
の
増
便
等
々
羽
田
空

港
の
滑
走
路
は
超
過
密
状

態
だ
。

　

2
0
2
4
年
２
月
６
日

管
制
官
を
含
む
国
土
交
通

労
働
組
合
は
「
安
全
体
制
を

強
化
す
る
た
め
に
早
急
に

管
制
官
の
大
幅
な
増
員
を

求
め
る
声
明
」
を
発
出
。航

空
機
の
数
が
急
増
す
る
一

方
で
、
全
国
の
航
空
管
制
官

の
人
数
は
2
千
人
前
後
か

ら
増
え
て
い
な
い
。過
去
に

管
制
官
の
家
族
か
ら
生
活

者
ネ
ッ
ト
に
届
け
ら
れ
た

切
実
な
声
「
新
飛
行
ル
ー
ト

に
よ
る
増
便
は
絶
対
に
止

め
て
」
が
今
更
な
が
ら
立
ち

上
が
る
。

新
ル
ー
ト
は
放
置
し
て
は

な
ら
な
い
「
東
京
問
題
」

　

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、
羽
田
新
飛
行
ル
ー
ト
問

題
に
取
り
組
む
市
民
、
団
体

偶
発
で
は
な
い
羽
田
空
港
衝
突
炎
上
事
故

超
過
密
羽
田
新
ル
ー
ト
は
撤
回
へ

子
ど
も
の
学
校
生
活
に
大
き
く
か
か
わ
る
都
の
教
育
予

算
を
詳
し
く
見
て
み
よ
う
と
、
国
分
寺
・
生
活
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
会
員
企
画「
東
京
都
の
教
育
予
算
を
み
ん
な
で

み
る
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。現
役
保
護
者
を
中
心
に
17
名

が
参
加
、意
見
交
換
と
学
び
の
場
と
な
っ
た
。2
月
13
日

都
心
上
空
飛
行
ル
ー
ト
運
用
で
さ
ら
に
過
密
化
す
る
羽
田
空
港（
東

京
都
大
田
区
）。写
真
提
供
Ⓒ
羽
田
問
題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

生活者ネットワークは羽田新飛行ルート問題を解決すべき東京問題
として取り組んできた。市民・活動団体らによるアピール行動「うるさ
い　危ない　羽田新ルート！表参道パレード」。2019年9月21日


